
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 306 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 言語文化 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 探求 言語文化 （桐原書店） 

副教材等 

九訂版 読解をたいせつにする 体系古典文法 （数研出版） 

三訂版 読解をたいせつにする 体系古典文法学習ノート （数研出版） 

Key & Point みるみる覚える古文単語 300＋敬語 30 三訂版 （いいずな書店） 

必携 新明説漢文 ～句法と語彙を一緒に学ぶ～ （尚文出版） 

必携 新明説漢文シリーズ 基本練習ノート （尚文出版） 

新訂 国語図説 六訂版 （京都書房） 

新訂 国語図説 六訂版 学習課題ノート （京都書房） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・古代から近現代にいたるまで日本語がどのように変化してきたのか、また、それに付随して人々の生

活・文化はどのように変わってきたのかを一緒に学んでいきましょう。 

・古文や漢文の多くの古典作品に親しみ、古人の思いや考えを理解しましょう。 

・予習として本文を読み、わからない語句は辞書で調べて授業に臨んでください。また、その日のうちに

授業内容を復習しておくようにしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

【知識及び技能】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言

語文化に対する理解を深めることができるようにする。 

【思考力・判断力・表現力等】論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他

者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるように

する。 

【学びに向かう力、人間性等】言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ

自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろう

とする態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 
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観
点
の
趣
旨 

伝統的な言語文化及び言葉の
特徴やきまり、漢字などにつ
いて理解し、知識を身につけ
ている。 

論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
他者との関わりの中で伝え合う力を
高め，自分の思いや考えを広げたり
深めたりすることができるようにし
ている。 

国語で伝え合う力を進んで高め
るとともに、言語文化に対する
関心を深め、国語を尊重してそ
の向上を図ろうとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

説話 
ａ：歴史的仮名遣いを理解したうえで、本文

を正しく音読している。 

ｂ[読]：傍訳と脚注を参照しながら、僧たち

の一連の行動、児の心理の推移などの内

容を理解している。 

ｃ：現代語にはない語や、現代語とは意味

の異なる語の意味を、古語辞典を用いて調

べている。 

小テスト 

定期考査 

行動の観察

及び記述の

点検 

定期考査 

授業への参

加姿勢 
［教材］ 

児のそら寝（宇治拾遺物語） 

説話 

ａ：言葉のまとまりを的確に押さえて、歴史

的仮名遣いに注意しながら正しく音読して

いる。 

ｂ[読]：脚注を参照しながら、登場人物の行

動と話の展開を理解している。 

ｃ：現代語にはない語や、現代語とは意味

の異なる語の意味を、古語辞典を用いて調

べている。 

小テスト 

定期考査 

行動の観察

及び記述の

点検 

定期考査 

授業への参

加姿勢 

［教材］ 

検非違使忠明のこと 

（宇治拾遺物語） 

随筆 

ａ：古典の世界に親しむために、古典を読

むために必要な文語のきまりや古典特有

の表現などについて理解している。 

ｂ[読]：作品や文章に表れているものの見

方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈し

ている。 

ｃ：上人の失敗の原因に結びつく記述を本

文から粘り強く探し出し、今までの学習を生

かして話し合いに参加しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

行動の観察

及び記述の

点検 

定期考査 

授業への参

加姿勢 

［教材］ 

丹波に出雲といふ所あり 

（徒然草） 

歌物語 
ａ：古典の世界に親しむために、古典を読

むために必要な文語のきまりや訓読のきま

り、古典特有の表現などについて理解して

いる。 

ｂ[読]：文章の構成や展開、表現の仕方、

表現の特色について評価している。 

ｃ：粘り強く第一段落と第二段落の関係性を

見極め、学習課題に沿って話し合いに参

加しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

行動の観察

及び記述の

点検 

定期考査 

授業への参

加姿勢 
［教材］ 

芥川（伊勢物語） 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （ ０ ）時間 

  ・書くこと      …  （ １０ ）時間 

  ・読むこと      …  （ ６０ ）時間 

２ 

物語 

ａ：古典の世界に親しむために、古典を読

むために必要な文語のきまりや訓読のきま

り、古典特有の表現などについて理解して

いる。 

ｂ[読]：作品や文章の成立した背景や他の

作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を

深めている。 

ｃ：平安時代の成人の儀式について進んで

調べ、学習の見通しをもって本文理解を深

めようとしている。 

小テスト 

定期考査 

行動の観察

及び記述の

点検 

定期考査 

授業への参

加姿勢 

［教材］ 

なよ竹のかぐや姫（竹取物語） 

故事 

ａ：我が国の言語文化の特質や我が国の文

化と外国の文化との関係について理解して

いる。 

ｂ[読]：作品や文章の成立した背景や他の

作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を

深めている。 

ｃ：故事成語の用例を調べて発表する課題

において、粘り強く用例調査に取り組んで

いる。 

小テスト 

定期考査 

行動の観察

及び記述の

点検 

定期考査 

授業への参

加姿勢 

［教材］ 

漁父之利（戦国策） 

和歌と俳諧 
ａ：重要古語の意味と修辞法を理解してい

る。 

ｂ[読]：和歌や俳句に詠まれた古人の季節

に対する繊細な感覚を理解している。 

ｃ：歌人の略歴や作風・代表歌などについ

て、積極的に調べたり発表したりしている。 

小テスト 

定期考査 

行動の観察

及び記述の

点検 

定期考査 

授業への参

加姿勢 

［教材］ 

古今和歌集 

旅こそ栖（奥の細道） 

漢詩 

ａ：各詩の詩形・押韻・対句表現を正確に理

解している。 

ｂ[読]：漢詩のリズムを意識しながら、正確

に音読している。 

ｃ：押韻・対句、語句の意味について漢和

辞典を活用して調べている。 

小テスト 

定期考査 

行動の観察

及び記述の

点検 

定期考査 

授業への参

加姿勢 

［教材］ 

涼州詞・登岳陽楼・送友人 

３ 

近代小説 

ａ：作品における語りの特徴など、表現の意

味や効果について理解している。 

ｂ[読]：作品に込められた寓意やテーマに

ついて考察している。 

ｃ：文体の特色や象徴的な表現の効果につ

いて考え、作品の鑑賞に生かそうとしてい

る。 

小テスト 

定期考査 

行動の観察

及び記述の

点検 

定期考査 

発言内容や

態度 

［教材］ 

猿が島 

文芸評論 

ａ：小倉百人一首や清原元輔、歌枕につい

ての文学史的な知識を身につけている。 

ｂ[書]：歌枕を効果的に用いた和歌を詠

み、その意図を自ら解説文にまとめてい

る。 

ｃ：各地の歌枕について関心を持ち、積極

的に調べている。 

小テスト 

定期考査 

行動の観察

及び記述の

点検 

定期考査 

発言内容や

態度 

［教材］ 

場所の記憶を残す恋歌 


